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表現活動における音楽の役割についての一考察 
A study on the role of music in expressive activities 
井上 修 
Osamu Inoue 
 
【要約】 
幼稚園教育要領及び保育所保育指針において、表現は「感じたことや考えたことを自
分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現力を養い、創造性を豊かにする」と
ある。本稿は、様々な角度から子供の感受性を養い自己表現を楽しめるような環境づく
りのために、音楽の分野にいったい何が出来るのか、その役割を模索するために 2016
年度(前年度)に本学の「わいわいひろば」で行った音楽活動を踏まえて、2017 年度(今
年度)に造形の分野との要素を絡めながら表現活動を実践し報告するものである。 
 
【キーワード】 
保育者養成のための音楽 音楽表現 造形表現 表現活動 子育て支援 
 
Ⅰ．2016年度の取り組み 
 
１．造形のワークショップ 
 
本学では子育て支援の一環として「わいわいひろば」を開催している。保育者を目指
す学生向け教材の玩具や、授業で製作した学生による手作りおもちゃなど、地域の方々
に親子で参加していただき遊びを通して交流を広げる機会を作っている。 
2016年 9月 20日に行われた「わいわいひろば」では、本学の教員によるワークショ
ップ〈木のかけらであそびましょう〉が催された。様々な形状の木片が用意され、その
素材感を感じ、組み合わせて作りあげられた世界観を味わうなど、創造力を膨らませな
がら表現を深めていくことをねらいとして行われた。 
 
 
実践報告 
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２．音楽活動の考案 
 
ワークショップの前や合間などを埋める形で、学生に諸活動を行ってもらうことにな
ったのだが、ワークショップが造形の分野だったこともあり、手遊び、音楽遊び等、音
を使った活動を提案した。1年生 7名が参加することになり、一人一人が必ず主体とな
って行う活動を考えることになった。ピアノを使う場合は出来る限り自分自身で演奏す
るように勧めたが、ピアノが非常に苦手な学生に関しては、ピアノを使わず手遊び等を
一緒に歌いながら行うか、ピアノ演奏が好きな学生にお願いして進行を中心に行うなど、
ピアノ演奏だけにとらわれず自分が出来ることの中で活動内容を考えた。授業で使用し
ている楽譜や、手遊びの演習の授業で製作した手遊びノートを持ち寄り、前期の授業内
容を振り返りながら、自分が好きだったもの、やってみたいもの、出来そうなもの、ま
た、子供が喜んでくれそうなもの、受け入れやすそうなもの、様々な観点から内容を絞
っていった。それらを軸にして活動内容をどのように進行していくのかを、それぞれが
計画を立てていった。 
 
・ひげじいさん (歌のみ、手遊び)  
 子供達に興味を持ってもらえるように、歌詞をアンパンマンに置き換えて行う。  
・大きな栗の木の下で (ピアノあり、手遊び)  
 9月ということもあり秋を感じるものにするという狙いで決めた。   
・焼いもグーチーパー (ピアノあり、手遊び)  
 季節感もありジャンケンもできるため選んだ。  
・手をたたきましょう (ピアノあり、手遊び)  
 自分が弾けそうなもので手拍子や足踏みでリズムが取れるものという観点から選ん
だ。  
・山からぼかぼか (ピアノあり、手遊び)  
 手遊びの授業で扱ってとても可愛らしい歌で子どもたちも喜ぶだろうと思って選ん
だ。  
・ミッキーマウスのマーチ （ピアノあり、創作ダンス）  
 子どもが喜びそうな音楽で体育の授業で行った振付を応用して踊る。  
・さんぽ (ピアノあり、みんなで音楽に合わせて歩く、はいはい)  
 題名の通り曲に合わせて一緒に歩き、まだ歩くのが難しい子ははいはいをする。  
  
 以上のような活動内容が決まり、他の学生はそれぞれの活動のサポートとして参加す
ることになった。 基本的に教員は意見をせずに見守り、明らかに無理がある場合や行
き詰まった時に助言をするのみに留めた。ピアノ演奏に関しては技術的に難しい場所等
の練習方法、メロディーしか分からない手遊びの歌をピアノで弾くための左手のコード
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付け、また演奏に余裕のある学生には左手の伴奏形や和音を多少難しいものに変えて演
奏効果を上げるなど、必要と思われるものに関しては提案を行なった。  
 自分がメインでピアノ演奏を行う場合は進行を他の学生にお願いする必要があるた
め、学生同士で意見を出し合いながら計画を立て、実際のシチュエーションを想定しな
がら何が足りないのか、どうしたら分かりやすいかを話し合った。また、保護者も一緒
に歌えるように歌詞カードを製作することになった。  
 一通り活動内容がまとまったところで、それぞれの活動のリハーサルを行った。流れ
が出来上がってきている活動もあったが、 子どもたちにどうしたら興味を持ってもら
えるか、導入の部分を全く計画していなかった。そのため最初の声掛け等を話し合い、
どのように活動に繋げていくのかをロール・プレイングを行いながら考えていった。す
ると、言葉を正しく理解しすぐに反応する子ども役が多かったので、あえて教員が言葉
を全く聞かず自分の遊びに熱中する子どもを演じた。「先生、真面目にやってよー。」と
学生に言われたが、実際に 3歳児よりも下が多く、すぐに言葉通りに行動を起こすこと
は期待できないと助言した。しかし、このことはあまり重要視されなかったようだった。
それよりも距離感がある程度あったことで、作った歌詞カードの文字が良く見えないも
のがあり、書き直す必要があったため、そちらの準備が優先された。それぞれが課題だ
と思ったところを話し合いながら確認し共有することで、すべきことを明確にして当日
に備えることになった。 
 
３．当日の活動を振り返って 
 
 どの位の人数が集まるのか当日にならないと分からず、活動を行っている最中も到着
したばかりで落ち着かない様子の親子もおり、思うように活動に集中できない学生がほ
とんどであった。特に、ピアノがなく歌のみで行った手遊びは苦労したようである。他
はピアノの音が注意を引くことに繋がったため、きっかけを作ることができたようであ
ったが、全員が感じた共通の反省点は、やはり導入の甘さであった。活動の内容を連想
できるようなものや、言葉がけが必要だと感じたようだった。歌詞カードも文字の大き
さだけでなく、歌詞の内容にちなんだ絵を描くなど、工夫すべきだったとの声が上がっ
た。 
 活動中に関しては、やはり思ったような反応が得られず、子供が興味を持ってくれな
い、他のおもちゃが気に入ってそっちで遊んでしまっている、などの声が聞かれた。準
備した計画を押し付けるのではなく、どのように子どもの気を引き、活動を楽しんで行
えるかを幾通りも考え、その状況に合わせて試しながら行う必要があると感じたようで
あった。
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手遊びの披露 歌詞カード はいはい
 
Ⅱ．2017年度の取り組み 
 
１．造形との融合 
 
 前年度を踏まえ今年度 9月の「わいわいひろば」は音楽のみの活動ではなく造形表現
の分野の教員と共に、造形と音楽の要素を盛り込んだ表現活動を 1年生 13名と 2年生
6名で実施することになった。今回は本番でのイメージを持ちやすくするためにリハー
サルから 2年生と合流し、先輩の活動に触れる機会を作ることにした。 
 1 回目の集まりの時に「表現」のねらい、内容、内容の取扱いについて復習をして、
今回の活動の意図を確認した。そのうえで造形と音楽の要素を盛り込んだ表現活動とい
う課題をだし、どのようなメンバーで何を行うかを話し合った。A 5名、B 8名の 2グ
ループに分かれ話し合いが進むにつれ具体的な内容が出始めた。教員はアイディアに詰
まった時や現実的に難しそうな活動内容だったときにアドヴァイスをするに留め、それ
以外は出来るだけ指示を出さずに学生の発想に任せた。 
・A動物を制作し、音楽に合わせて動物園を行うというプランで固まりつつある。  
・B絵描き歌を軸にという方向性は見えていたが、まとまっていない様子。  
A、B ともに次回までにアイディアをまとめ準備に取り掛かれるよう、引き続き各自、
各グループで考えてくるように指示を出した。 
 
２．グループごとの活動内容 
  
  2回目の集まりの時に Aは紙皿にライオン、猿、象、パンダ、うさぎ、コアラなど動
物の顔を作って動物園を作るという製作活動を考え、そのための準備に取り掛かり始め
た。持ち寄った材料で試作し必要な道具の調達を行い、子どもたちが製作を行いやすい
ように動物の顔のパーツを作っておく。それを子どもたちが組み立たてることで動物の
顔が完成され、動物園を作るという内容だ。 作業をしていると、本来リハーサルから合
流する予定だった 2年生数人が様子を見に来てくれた。そこで先輩に相談しながら製作
活動の導入を考えることになった。自分たちがやろうとしている製作の内容を説明し、
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それを聞いた 2年生が色々な提案をしてくれた。  
「動物園に行こう」という曲を紹介され、1、2、3番を歌って動物園に来たという設
定を考える。動物園に着いたら動物がいなかった。そこで、みんなで動物を作って動物
園を一杯にしてみようという流れである。この「動物園に行こう」は、お母さんといっ
しょでも歌われていた曲でもあり、最後に 4、5番をみんなで一緒に歌うことになった。
そのため、一緒に口ずさめるように歌詞を書き出して貼り出すことになった。 また、製
作の前に動物の名前を紹介するため、手遊びを取り入れることにした。「パンダうさぎ
コアラ」を歌い一緒に手遊びをして動物を紹介する。 2人が 1曲ずつピアノを担当する
ことになり、製作準備がある程度整ってから、レッスン室で譜読みをさせ練習に取りか
からせることにした。  
Bグループは、結局話がまとまらず分かれて行うことになり、B 4人、C 4人の 3グ
ループで活動することになった。 
その後、Bは絵描き歌からの流れで福笑いを行うことになり、子どもたちが喜びそう
で顔が作りやすそうだという理由からアンパンマンの福笑いに決まった。ダンボールで
顔の土台を作り、発泡スチロールで目と口を、紙を丸めてボール状にして鼻とホッペタ
を作ることになった。学校にあった段ボールや発泡スチロール、新聞紙を使い、その他
に必要な道具は買いに行き製作の準備に取り掛かった。 
ダンボールを丸く切り、発泡スチロールを専用のカッターで形を造る作業は思いのほ
か手間取ったようで、進行や導入などの話し合いが全く行われていなかった様子だった
ため、確認したところ全く考えていなかった。急遽話し合いを始めたものの全くアイデ
ィアが出ず、ノープランのまま 2年生に相談することになった。福笑いを始める前にま
ずアンパンマンに興味を持ってもらうように、歌や手遊びを取り入れることを提案され
た。1人がアンパンマンのマーチをピアノで演奏し、その後に子どもたちに声をかけア
ンパンマンの手遊びを行い、アンパンマンの絵を見せて「みんなでアンパンマンの顔を
作ってみよう！」という流れである。大まかな作業が出来てきたところで、ピアノを担
当する学生にはレッスン室で練習をするように伝え、残りの 3人で仕上げや手遊びの確
認を行った。 
Cは手触りを楽しむという流れから、小麦粘土、スライム、水、スポンジ、綿、枯葉
などを袋に入れて、触って感触を楽しむという内容になった。また手触りの良いフェル
トを使ってミッキーとミニーの顔を作り、綿を詰めてプレゼントをするという。人数分
を今から作るのは可能なのかと聞いたが、裁縫は得意とのことで作ることが決定した。
また、2年生がいる時に進行の相談をするように提案したが、物がなければ進行も何も
分からないと言って、材料の買い出しに出かけてしまった。材料を見ると予定に無いも
のまであったので聞くと、時期的には先だがハロウィンの仮装で芝居をし、お菓子の代
わりにミッキーとミニーをプレゼントするという流れになったという。また、袋を触っ
てもらうきっかけとして「さんぽ」の「歩こう歩こう私は元気」を「触ろう触ろう中身
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は何だろう？」に置き換えて歌うことになった。効果音的にワンフレーズのみの使用で
あれば、最後の和音をオーグメントコードに置き換えることで、何だろう？の疑問形の
ニュアンスが出るとアドヴァイスをした。袋の作業は終わっていたので、ピアノ担当、
芝居の台本担当、ミッキーとミニー製作担当に分かれ準備をしていった。 
 
３．通しリハーサル 
 
わいわいひろばの前日の午後、2年生も加わりリハーサルを行った。最初は各グルー
プとも準備が終わっていなかったので、それぞれの作業に時間を取った。2年生は前回
の 1年生の準備を見て、内容が被らないように活動を考えてきてくれた。作業が全部終
わるのを待っていたら時間が無くなってしまいそうだったため、とりあえず出来そうな
ところからリハーサルを始めた。 
最初は A が行った。声掛けなど多少元気がないのは否めないが、概ねまとまってい
た。歌詞カードの文字の大きさも程良く、準備された動物の顔のパーツや、それらを飾
るための壁画も丁寧に作られていた。活動中の声のおおきさはもちろん、子どもたちへ
の声掛けで如何に好奇心をそそることが出来るか、また、ピアノが止まらずに弾いける
ように残り 1日練習に励むことなどが課題として残った。 
次に B が行ったが、A よりも声が小さく、恥ずかしがりながら行っている感じが非
常に強かった。興味を引くための手遊び自体が何をやっているのかが分からない状態で、
内容自体は悪くなかったものの、進行するうえでの課題が多かった。 
Cは準備に手間取っており作業を優先したいということで、先に 2年生がリハーサル
を行った。2年生はリハーサルをしながら進行を考え、どのようにしたら、より伝わり
やすいかを確認しながら行っていた。「秋の味覚の食べ物をつくろう」という内容で、
ぶどう、きのこ、サツマイモの制作活動だが、それぞれの製作の前に食べ物に関連した
手遊びを行い、これから作る物の説明を行っていった。いろんな意見を出し合いながら
活動を考えていく先輩たちの姿を見て、１年生が学んだことも多かったようである。 
この様子を見て C がリハーサルをやりたいと言ってきた。プレゼントの作製に追わ
れ進行も芝居も後回しになっていたことを、一度流れを通したことによって本人たちも
よく自覚したようであった。2年生からアドヴァイスを受け、当日の早朝から進行の練
習をすることが決まり、残りのプレゼントの作製は自宅で行うことになった。 
 
４．「わいわいひろば」当日 
 
 開始時間が近づくと親子連れが会場に向かってくるのが見え、学生たちの緊張感が増
していった。1年生は自分たちの活動のことで頭がいっぱいの様子だったので、2年生
に受け付け等をお願いし、ある程度集まったところで B の福笑いから始めることにし
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た。福笑いであれば途中から来た子どもも参加しやすいだろうという判断である。アン
パンマンのマーチに始まり手遊びと思いきや、声が小さく子どもたちの耳には届かなか
った。アンパンマンの絵を持って子どもたちに近づいていくものの、自分たちの遊びに
熱中している子どもたちには、そのような姿は目に入らなかった。どうしていいか分か
らずに立ち尽くす様子を見かねた 2年生の助けにより、福笑いの活動を始めることがで
きた。 
 次にハロウィンの仮装をした C が登場した。ミッキーとミニーに扮した 2 人が、み
んなにプレゼントを持ってきたのに魔女に取られてしまったと叫ぶ。魔女曰く、返して
欲しければ袋の中身を当ててみよ！ そこで「さんぽ」の替え歌「触ろう触ろう」が流
れる。用意した袋を子どもたちに触ってもらい、その感触を楽しんだ。流石に中身が何
かまでは分からなかったが、4，5 歳児が対象であったら反応が良かったのではないだ
ろうか？最後にプレゼントの手作りミッキーとミニーが渡された。 
 次は A である。声の大きさや元気の良さは多少物足りない感もあったが、リハーサ
ルよりもそつがない進行で行えており、着実に良くなった印象を受けた。ピアノの弾き
直しが少し目立ってしまったのが残念であった。子どもたちも楽しく取り組んでおり、
最後には自分たちが作った動物をもらって嬉しそうな顔をしていた。 
最後に 2年生による活動が行われたが、はじめの声掛けからして堂に入ったもので、
ぬいぐるみやパペットも使い、子どもたちの関心を集めていた。手遊びや歌にも抑揚が
あり、違う活動へのきっかけづくりや BGMとしての役割も果たし、製作の説明も子ど
もに分かりやすいもので実演も混ぜて行われていた。活動が続いて疲れ気味だった子ど
もたちも製作に取り掛かっている姿を見て、1年生には非常に勉強になったようであっ
た。 
 
アンパンマン福笑い 
 
さわってみよう 
 
動物園へ行こう 
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５．振り返り 
 
 後日、それぞれの取り組みから活動発表まで振り返りを行った。すべてのグループに共通
して難しかったこととして挙がったものは、年齢に合った遊びの選択、それを行うにあたっ
ての説明や取り掛かり方、そして導入である。2 年生からのアドヴァイスで何とか形をまと
めることは出来たが、それを実行する難しさも改めて感じたようであった。グループによっ
ては活動内容を絞り込む過程で無理があったり、準備計画が定まらず時間を無駄に使ってし
まった等、内容よりも工程での反省点が多く挙げられていた。また 2 年生の活動を目の当た
りにして多くを学んだようだった。 
 
Ⅲ．おわりに 
 
 2016 年度の活動では造形のワークショップの合間を埋める形で音楽の諸活動を行ったが、
その経験を踏まえ、表現活動として造形の要素との兼ね合いの中で、音楽の要素がどのよう
に役立てることが出来るのか実践を行った。今回は製作活動が多かったため、製作の内容に
合った曲をピアノで弾いて注目させ、歌や手遊びで活動に入るきっかけを作ることが多かっ
た。特に手遊びは活動続きの子どもたちにとって、良い気分転換にもなったようだ。また、
歌もただ歌うだけでなく、抑揚や表情を付けることで、子どもたちの興味を引きつけること
にも繋がったようである。 
授業では歌にまつわる行事について調べ、歌詞の背景について学び、歌唱指導や手遊びの
実践など行っているが、それが活動の中で実践できる機会は非常に少ない。実習前にこのよ
うな機会が得られた学生にとって大変有意義な機会だったようで、学生のモチベーションに
も繋がったようである。今後は音楽的な内容や方法論のみならず、それらが実際に現場でど
のように生かされていくのかを念頭に置きながら、また、どのように繋がっていくのかを学
生がイメージを持って学ぶことが出来るように、今回の実践をもとに授業に取り組んでいく
必要があると考える。 
 
 
文献（使用楽譜） 
１）在原章子他著「幼児の歌 100曲」第 2版，全音楽譜出版社． 
２）松山祐士編「こどもの歌曲 200選」ドレミ楽譜出版社． 
 
 
